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●沖縄県の車の現状 
沖縄県の自動車保有台数は 1969 年が 99,802 台、2018 年には 1,145,535 台。 
人口は 1969 年が 95.5 万人、2018 年には 145.0 万人。 
1969 年～2018 年の 49 年間で自動車保有台数は約 11.4 倍、人口は約 1.5 倍に増加。 

●沖縄 21 世紀ビジョン 
「沖縄 21 世紀ビジョン」において、克服すべき沖縄の固有課題として「海洋島しょ圏 沖縄を結ぶ

交通ネットワークの構築」が挙げられている。 
鉄道網等で結節する日本本土に対し、沖縄は自動車への依存度が高く、全国一の車の増加率や、渋

滞による経済的損失、公共交通の利便性の問題など様々な課題を抱えている。 
これらの課題を解決するため、総合的な交通体系の整備を図り、沖縄本島内の均衡ある発展のため、

中南部都市圏を縦貫し、北部圏域に至る軌道系を含む新たな公共交通システムの導入が必要である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

沖縄県の自動車保有台数の推移 
保有台数＝登録自動車＋小型二輪車・軽自動車      出典：沖縄 21 世紀ビジョンパンフレット 沖縄県 

出典：業務概況 令和元年度版 沖縄総合事務局陸運事務所 
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